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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 本日食事サービス委員会が行なわれ、栄養Ｔの方から食事発注の際は時間を守って、発注と同時に受けもきちんと行なうようにとの事です。次回は７/１０(金)15：30～行なわれます。参加スタッフは、木村ＣＷです。

＜患者様連絡事項＞

・野々宮　正博様～主治医より診断書記載していただいた為、医事Ｔへ診断書のコピーを

　　　　　　　　　　確認してもらっています。

・大湯　輔様　　～6/13(土)17：30～6/14(日)17：00まで外泊希望出ており、許可となっています。

・西村　孝幸様～　本人より「5月分の請求がまだ来ていないから知りたい」と希望あり

　　　　　　　　　6/14(日)退院となる為、5・6月分を合わせた金額が知りたいとの事。

　　　　　　　　　医事Ｔへ、連絡してあるので6/13(土)に確認し本人へ伝えるようお願いします。

・風穴　孝志様～　退院前に母様来院し、金銭面等今後の事について面談行なう件で、準夜帯で確認した所、6/17(水) 14：00頃来院する事になりました。

　　　　　　　　　山田ＳＷには、連絡済みです。

・種市　久子様～本日、三戸福祉事務所の方２名とＳＷ、病棟スタッフで面談行なっています。本人は今後、自宅への退院を希望しているが、入院前に近隣の方とのトラブル、被害観念が強く、現在も近所から批判され元のアパートに戻る事は困難と考えられるとの事です。又、入院して半年となる為、一度アパートを撤去する予定との事。今後、子供の事もある為、本人も交えて福祉事務所との面会の機会をもうけていくことになっています。

　　　　　　　　金銭面については、北日本銀行の通帳を作成し、医事で保管する事になしました。今後、日用品等は、そこから購入するようにしていきましょう。

・袴田　将志様～本人より希望あり、朝のみパン食解除となっています。今後は常食大盛りとなります。

＜猪股Ｄｒ診察状況＞

· 木村　義重様～先月に比べ、今月の血糖値は正常値に戻っていた事説明受けています。

　　　　　　　  　今後も気をつけていくよう指導受け、本人納得しています。

・古川　富蔵様～血糖値は今月正常であった事伝えられています。又、本人より退院希望あり、退院後は左官の仕事をしたいと話され、主治医より退院後は就労できる事が条件ではなく、仕事しなくても母親に負担をかけないように身の回りの事ができるようにと説明され、納得しています。

・蛭名　豊美様～入院生活も20年になり長いから、退院したくなってきたと本人話しています。主治医より退院する為には、どうしたら良いのか聞かれると、

　　　　　　　　「規則正しく、水を控えめにする」等話し適切な返答は出来ずにいる様子です。

・大橋　照子様～電気はたまにあり、怖いと話されていますが、主治医より状態は安定していると伝えられています。

・伊藤　雄一様～睡眠は5時間くらいとれており、問題ないとの事。日課・プログラムへの支障はないと表情良く話されています。

＜退院時療養検討会＞

· 野々宮　正博様(39)

主病名：アルコール依存症

主治医：田名部Dr　担当NS：上野NS　担当SW：山田SW

退院日：H21．6．13

初外来日：H21．6・17　10：00～　(通院は１週間に１回の予定)

・入院中の様子～プログラム・作業まじめに取り組んでいた。又作業では、家族へのプレゼントを作成している事があった。ゼロの会では、前回の入院に比べて

　　　　　　　　本人か中心になって話し、自分のこともしっかり話していた。退院を延ばしたいと話していたが、退院後の不安はないと話す。本人は感受性が豊になったと実感している。

· 退院後について～田面木のＡＡへ毎週参加。　　

　                 抗酒剤は服用しない。　　　　　　

　                 仕事は、9月から試験的に行い、10月から復帰となる。

※頑張りすぎる事がある為、何もする事が無いと再飲酒につながる可能性が高いので、今後は、これからの過ごし方をどうしていくか、本人と家族で話し合っていく必要がある。

　　　　　　　

